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8みんな の 議会
み ん な 笑 顔 で 　 あ っ た か す

６月定例会号

№147町民の皆さんと議会をつなぐ議会報を目指して

「がんばれ～！」
６月24日、沿道から
多くの声援を受け、晴
天の下、町内外から約
2,000人が参加してさ
わやかな汗を流した。
『第28回健康をさがそ
う!!たかすジョギング
フェスティバル』

■第２回定例会

■第４回臨時会／第５回臨時会

■わたしの一言



消防団員として永年ご尽力いただき、特別功労者に選考
された石田保さん(19線15号)の表彰式が行われました。

一　　般
(内　訳）
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 費
商 工 費
土 木 費
教 育 費
国　　保
介　　護

(内　容)
議会研修事業ほか
地域情報化推進事業ほか
障がい福祉計画策定懇話会→自立支援協議会へ名称変更
リサイクルセンター１号棟維持管理及び運営事業
農業振興対策事業
企業立地推進事業（旭川市と合同企業誘致活動ほか）
町道改良･舗装事業ほか
メロディーホールの改修事業ほか

6,495万5千円

27万円
728万9千円

0円
91万4千円
520万円

  51万3千円
4,470万円

　606万9千円
2,449万9千円
1,095万2千円

45億8,285万円 46億4,780万5千円

8億6,981万4千円
6億6,744万6千円

8億9,431万3千円
6億7,839万8千円

補　正　額 補正前の額 補正後の額

■
報　

告

【
平
成
23
年
度
土
地
開
発
公
社
事
業
及

び
収
支
決
算
並
び
に
平
成
24
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
】

　

標
記
の
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

【
平
成
23
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
】

　

平
成
23
年
度
に
予
算
措
置
し
た
一
般

会
計
の
う
ち
、
次
年
度
に
繰
り
越
し
た

「
ぴ
っ
ぷ
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
負

担
事
業
（
２
千
10
万
２
千
円
）」
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

■
土
地
開
発
公
社
※
定
款
の
変
更

　

業
務
に
造
成
土
地
の
貸
付
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
る
条
文
の
整
理
で
す
。

　
　

※
定
款
（
て
い
か
ん
）
…
会
社
や
組
織
の
業

　
　
　

務
の
基
本
の
決
ま
り
の
こ
と
。

■
条　

例

【
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
】

　

印
鑑
登
録
や
証
明
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
で
す
。

【
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正
】

　

財
団
法
人
B
&
G
を
公
益
財
団
法
人

と
す
る
一
部
改
正
で
す
。

【
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
】

　

解
体
す
る
建
造
物
の
項
目
を
削
除
す

る
一
部
改
正
で
す
。

【
町
有
住
宅
使
用
条
例
の
一
部
改
正
】

　

町
有
住
宅
か
ら
普
通
財
産
へ
の
移
行

に
伴
う
一
部
改
正
で
す
。

【
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
】

　

隔
月
検
針
へ
の
移
行
に
伴
う
一
部
改

正
で
す
。

■
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】
主
な
内
容
は
、
地
域
情

報
化
推
進
事
業
、
農
業
振
興
対
策
事
業
、

企
業
立
地
推
進
事
業
、
安
全
・
安
心
公

園
整
備
事
業
、
小
学
校
施
設
整
備
事
業

な
ど
で
す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】
主
な
内

容
は
、
平
成
23
年
度
分
の
療
養
給
付
費

等
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】
主
な
内
容
は
、

平
成
23
年
度
分
の
介
護
給
付
費
の
精
算

に
よ
る
も
の
で
す
。

第２回

定例会

　第２回定例会は、６月14日

から２日間の会期をもって開催

しました。議長の行動報告と町

長の主要な動静について報告を

受けた後、３名の議員が一般質

問を行い、町長の考えをただし

ました。その中で助安町長が勇

退を表明（詳細は５ページ）。

　議事は、報告、条例の改正お

よび一般会計ほか２会計の補正

予算、そよかぜ団地建替工事

(本体)請負契約などを審議し、

原案のとおり可決しました。

2
定･例･会

第　　回

●高速通信化に対応する無
線電波アンテナの調査を
します。
●そよかぜ、みのり公園の
トイレが改修されます。
●北野橋が改修されます。
●メロディーホールに洋式
トイレが増えます。

【２】



*1GJ＝灯油約27ℓ分のエネルギー

【新エネルギー導入目標】
鷹栖町の平成21年度のエネルギー使用量は

約623,442 GJ
これを太陽光と農業バイオマスを利用して

するとしている。

前期（H23 ～ 28年）　１％削減
後期（H29 ～ 33年）　３％削減

ギガジュール

　

質
問　　

昨
年
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
福
島
の
原
発
事

故
は
未
だ
収
束
の
見
込
み
が

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を

推
進
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
第
７
次
鷹
栖

町
総
合
振
興
計
画
に
て
環
境

対
策
の
推
進
と
し
て
新
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
目
標
量
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

１
年
が
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
予
定
通
り
進
ん
で
い

る
の
か
、
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

　

答
弁　　

平
成
22
年
度
に
※

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
や
CO2
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
、
コ

ス
ト
面
を
含
め
検
討
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
な
か
で
は
前

期
５
ヵ
年
、
後
期
５
ヵ
年
の

目
標
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
目
標
数
値
は
、
平
成
21

年
度
の
鷹
栖
町
CO2
排
出
量
の

１
％
削
減
で
あ
り
、
方
策
と

し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
農

業
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
町

内
の
公
共
施
設
８
施
設
を
想

定
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
導
入
検
討
を
し
て
い
ま

す
が
、
進
捗
状
況
と
し
て
は

投
資
コ
ス
ト
の
課
題
も
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
導
入
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

農
業
系
バ
イ
オ
マ
ス
導
入

に
つ
い
て
も
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
同
様
大
き
な
投
資
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
は
目
標
数
値

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
以
上

の
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
工
程
表
で
す
が
、
詳

細
な
工
程
に
つ
い
て
は
作
成

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
本
町
に
と
っ
て
有

利
で
有
効
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
検
討
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

鷹
栖
町
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目

標
や
方
針
を
定
め
る
計
画
。「
自

然
と
の
共
生
」「
環
境
へ
の
配
慮
」

「
町
の
活
性
化
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
改

善
」
を
目
指
す
た
め
、
鷹
栖
町
の

特
色
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
計

画
し
ま
し
た
。

【３】

答弁

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
に
つ
い
て

今
後
も
検
討
研
究
し
て
い
く中

村　

公
憲
議
員

一 般 質 問

太陽光発電パネル

質 問



　

質
問　
　

数
年
前
ま
で
７
千

６
百
人
と
い
っ
て
い
た
人
口

が
４
月
に
は
７
千
４
百
人
を

割
り
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
は
町
勢
の
衰

退
に
つ
な
が
り
、
早
急
に
対

策
が
必
要
で
す
。

　

私
は
こ
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
若
い
男
女
が
出
会
え
る

場
の
設
定
を
提
案
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
老
人
大
学
、
主

婦
層
の
女
性
サ
ロ
ン
ス
ク
ー

ル
の
よ
う
に
、
青
年
層
に
も

職
域
を
超
え
全
町
的
に
横
に

繋
が
る
出
会
い
、
集
い
の
場

が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
う
ま
く
機

能
す
る
と
婚
活
に
か
ぎ
ら
ず
、

情
報
交
換
や
異
業
種
交
流
の

機
会
も
生
じ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
今
、
異
業
種
交

流
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
そ

の
よ
う
な
場
を
自
分
た
ち
の

力
で
実
現
で
き
な
い
か
両
農

協
青
年
部
代
表
や
商
工
会
青

年
部
の
仲
間
た
ち
と
意
見
を

交
換
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る

と
実
に
豊
富
で
新
鮮
な
人
的

交
流
が
可
能
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
な
後
押

し
を
お
願
い
し
た
い
。

　

通
年
的
に
青
年
が
出
会
い

集
え
る
場
を
設
定
で
き
な
い

か
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

答
弁　

町
長　　

町
で
は
農

業
青
年
と
女
性
と
の
出
会
い

の
場
づ
く
り
と
し
て
、
農
業

関
係
団
体
の
主
体
的
な
事
業

に
対
し
て
支
援
・
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

農
業
青
年
は
農
業
以
外
の
仕

事
も
兼
ね
て
お
り
、
通
年
的

な
開
催
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
多
様
な
青
年
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
の

難
し
さ
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。　

　

異
業
種
交
流
事
業
の
よ
う

な
機
会
が
、
情
報
交
換
や
未

来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の
場

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
私

も
大
き
く
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

各
関
係
団
体
の
事
業
展
開

の
中
で
生
ま
れ
た
交
友
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
青
年
自

ら
が
様
々
な
活
動
に
挑
戦
し

て
い
た
だ
き
、
自
主
的
な
活

動
を
す
る
会
に
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
町
と
し
て

も
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
積
極
的
に
支
援
協

力
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

答
弁　

教
育
長　　

老
人
大

学
や
女
性
サ
ロ
ン
ス
ク
ー
ル

は
、
自
分
た
ち
で
学
び
活
動

し
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
意

と
行
動
の
中
か
ら
準
備
さ
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
町
と
教
育
委

員
会
が
応
援
し
開
設
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
青
年
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ

と
が
難
し
い
中
で
、
行
政
主

導
で
は
青
年
の
会
の
開
設
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

異
業
種
交
流
事
業
な
ど
の

中
か
ら
自
主
的
な
活
動
が
生

ま
れ
れ
ば
積
極
的
に
支
援
協

力
を
し
て
い
き
ま
す
し
、
情

報
も
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【４】

質 問

答弁

青
年
に
出
会
い
、集
い
の
場
を

異
業
種
交
流
な
ど
の
動
き
に
期
待
す
る（
町
長
）

自
主
的
な
活
動
を
積
極
的
に
支
援
協
力
し
て
い
く（
教
育
長
）

片
山　

兵
衛
議
員

一 般 質 問

異業種交流



　

質
問　　

今
年
は
町
長
の
任

期
の
最
終
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
３
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
２
期
目
に
つ
い
て
の
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
、
熟
慮

の
上
、
お
答
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
答
弁
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い

て
、
日
常
の
業
務
や
行
事
の

挨
拶
の
な
か
で
意
思
表
明
す

る
の
は
大
変
に
難
し
い
と
考

え
ま
す
の
で
、
あ
え
て
再
度

一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
が
関
心
を
寄

せ
て
い
る
事
項
で
す
の
で
、

現
職
町
長
と
し
て
の
想
い
や

考
え
を
明
確
に
答
弁
し
て
く

だ
さ
い
。

　

答
弁　　

平
成
20
年
11
月
５

日
に
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
７
千
６
百
人
の
町

民
の
夢
を
一
つ
で
も
多
く
叶

え
ら
れ
る
よ
う
張
り
切
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
多
大

な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
１
カ
月
も
の
空
白
期

間
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
改
め
て
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
４
年
目
に
入
り
、
２

期
目
に
向
け
て
の
励
ま
し
や

期
待
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
を
か
み
締
め
つ
つ
、
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
の
笑
顔
を
思
い
起
こ

し
、
期
待
に
応
え
る
よ
う
努

力
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
健
康
面
は
大
丈
夫

か
と
の
考
え
も
消
え
ず
、
自

問
自
答
の
繰
り
返
し
の
毎
日

で
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
を
停

滞
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
り
、
私
の
健
康
上
の
不

安
が
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
健
康
上
の

理
由
に
よ
り
、
11
月
４
日
の

任
期
満
了
を
も
っ
て
、
町
長

の
職
を
退
く
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
深
く

お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

【５】

答弁

町
長
の
２
期
目
に
向
け
て
の
決
断
は

健
康
上
の
理
由
に
よ
り
退
任
を
決
意

木
下　

忠
行
議
員

一 般 質 問

質 問



■ ５月
10日　鷹栖高校の存続を求める要望活動 （札幌市）

15日　第４回議会臨時会
　　　議員協議会 （社会資本整備総合補助金の内示に伴う

 事業調整及び補正予算について）

31日　叙勲伝達式 (故  蛇川勝彦元議員)

■ ６月
１日　上川中央部市･町議会議長会定例会 (東神楽町）

４日　経済福祉常任委員会
 （第２回定例会で提案される議案について）

５日　北海道町村議会議長会定期総会 （札幌市）

６日　総務文教常任委員会
 （第２回定例会で提案される議案について）

８日　議会運営委員会
14日　第２回議会定例会
　　　議会報特別委員会
26日　上川町村議会議長会役員会(～27日)  (剣淵町）

27日　宮城県大和町議会社会文教常任委員会視察来町
　　　総務文教常任委員会視察研修
 (苫前町･初山別村　～28日)

29日　議会報特別委員会

■ ７月
３日　全道町村議会議員研修会
４日　叙勲伝達式 （石田庄一元議員)

９日　議会報特別委員会
11日　第５回議会臨時会
　　　総務文教･経済福祉常任委員会合同
　　　　　　　　　　　　　　　　町内所管事務調査
19日　議会活性化委員会役員会 （「地域を語ろう会」について)
　　　議会報特別委員会
25日　岩手県議会視察来町
26日　大空町議会総務文教厚生常任委員会視察来町

2012. 5. 10～2012. 7. 26

議会のうごき 2
定･例･会

第　　回

【６】

■契　約
【そよかぜ団地建替工事(本体)請負契約】
　<所在>鷹栖町北１条２丁目
　<構造>木造２階建・２棟
　<工事予定期間>
     　 　　平成24年6月18日～ 11月5日
　<金額>　9,712万5,000円
　<契約の相手方>
　橋本川島･日建旭実特定建設工事共同企業体

　代表者　旭川市旭町2条7丁目12番地90
　　　　　株式会社　橋本川島コーポレーション
　　　　　代表取締役　　川　島　崇　則

■意見書
【2013年度教育関係の国家予算編成にお
ける意見書】
【地域や子どもの実態に応じた高校づくりの
実現を求める意見書】
【森林･林業･木材産業施策の積極的な展開
に関する意見書】
【基地対策関係予算の増額等を求める意見書】

以上４件の意見書を採択し、関係行政庁に
提出しました。

■区域外の道路認定
【春光台５条11･12丁目間１号線】
　<起点>旭川市春光台５条11丁目5762番２
　<終点>旭川市春光台４条12丁目5250番１
　<工事期間>平成24年～ 25年
　<目的>旭川市の雪の堆積場への搬入路の

強化と、福祉村へ通行する車輌の安
全確保

　※旭川市の土地ですが、一部鷹栖にかかっ
ています。(地図は左のとおり）



総務文教･経済福祉常任委員会合同　
町内所管事務調査　7/11

全道町村議会議員研修会　7/3

第４回臨時会 ５月15日に開催された臨時会において、財産の取得につい
て審議し、原案のとおり可決しました。

■たかすメロディーホール照明調光操作卓の取得
　今までのものが壊れたので、新しい操作卓を購入するものです。
【取 得 価 格】　1,039万5千円
【取得の相手方】　北海道市町村備荒資金組合長　寺島光一郎
　　※実際は業者から購入しますが、相手方から借入をするため支払先は備荒資金組合となり

ます。

■時効による土地の所有権取得の訴え
　町が20年以上にわたり所有の意思を持ち、公衆用道路及び用悪水路として占用･使用して
きた土地について、時効による所有権取得を主張し移転登記を求めるものです。
【訴える相手方】　大倉商事㈱
【占用･使用している土地の面積】　42,253.70㎡　(鷹栖町2715番9　ほか13筆）

第５回臨時会 ７月11日に開催された臨時会において、旭川地方裁判所へ
の、訴えの提起について審議し、原案のとおり可決しました。

【７】

【札幌コンベンションセンター】
　はじめに、明治大学教授の牛山久仁彦氏によ
る「議会改革の展望と課題」。二元代表制下の
町村議会の問題点（行政への依存、脆弱なサ
ポート体制、情報公開の不十分性など）や、置
かれている環境の厳しさを実例を交えながら、
わかりやすく解説。もっと自治立法に関わるべ
き、行政チェックは真剣勝負であるべきなどの
提言がされ、最後は町村議会の役割と議員の
地域におけるリーダーシップの潜在的可能性に
ついて述べられていました。これからの議員活
動の指針となる講演でした。
　次に外交ジャーナリスト・慶応義塾大学教授
の手嶋龍一氏による「世界の中の日本・アジア
の中の日本」。裏話を交えた豊富な実例をもと
に現在の政局に至る日本の外交戦略を解説。
世界情勢の中でアジア
がいかに注目されてい
るか、そして北海道も重
要な意味をもっているこ
とを、時おり演壇から下
りながら熱弁され、目を
開かされる思いでした。

(熱弁する手嶋氏)

【町内】両常任委員会合同で、町内の工事現場や
農作物生育状況などを視察しました。

視察場所(行程順)：11線道路(10 ～ 11号)改良
舗装工事、みのり公園、北野軽スポーツ公園、
北野橋(メロディー橋)、基盤整備、北野小学校、
試験圃場、美芳野橋、原料トマト圃場、17線道
路(16 ～ 17号)舗装工事、旧希望が丘ロッキーラ
ンド、ごみ処理場、知遠別民有林、石丸川、旧
北斗小学校

軽スポーツ公園さく井

試験圃場

軽スポーツ公園さく井

試験圃場



【８】

■　わたしの一言　■

　夫の退職を機に、生まれ育った鷹栖町での暮らし。夫は念願の野菜作りを
楽しみに運動不足解消も兼ね励んでいます。みんなにお分けして喜ばれるの
も楽しみの一つかもしれません。
　私は幼い頃過ごした地を見に行き、今は廃校になって変わりはてた姿に寂
しさも感じたり、遠い昔のことを思い出しながらも、懐かしさを感じ、大雪連
峰の山々を見て、故郷はいいなぁと思いながら、冬の寒さ・大変さを除けば、
春の山菜、新鮮な野菜、おいしい鷹栖米をおいしくいただける日々に幸せを
感じないではいられません。
　何よりも、地域の方々とのつながり、サークル、微力ながらもボランティア
にも参加させていただいています。全国的に少子化が進んでいますが、町
内の子どもの数が増えていることは、大変うれしいこと。自然いっぱいの鷹栖
で、いっぱい思い出を作り楽しんでもらえるよう、お年よりも若い力も、お互
いの取り組みが必要ではないかと思います。
　“故郷の”為に。

故郷に帰って･･･

　鷹栖町に初めてお世話になったのが平成13年の４月ですから、早いもの
で11年が過ぎました。息子が旭川で就職していた関係から、定年後は子ど
もの傍で暮らしたい･･･(親バカまる出し)との思いで出生地を後にして上鷹し
ました。当初は永年田舎暮らしをしていた幌加内とは違って、大都会の隣町
というイメージから少し心配でしたが…平成８年頃から始めたパークゴルフ
が縁で友達がたくさん出来ました。
　その後生まれて初めて耳にしたテニポンクラブに参加したり、老人会、老
人大学と数々のサークルにも入れてもらい、今では町民の20％ぐらいの人を
知ることが出来ました。皆さん気持ちの優しい人、親切な人が多く、永住決
意がよかったと感謝しております。今はパークゴルフ保全協会でゴルフ場管
理のお手伝いをさせてもらっていますが、スタッフのメンバーも親切な人ば
かりで、特に理事長には迷惑の掛けっぱなしです。仕事のたびに人生観、価
値観の学習を悟りながら習得中です。すでに70歳を過ぎましたが、これから
が人生本番と自我を抑え、気を長ーくして相手を思い遣り、残り少ない健康
寿命を一日でも延ばせたら…と願っております。

お世話になって10数年

加藤照美 さん
（北野東町内会）

遠藤公幸 さん
（ハーモニー町内会）

あとがき
　太陽が少し傾きはじめ、稲の花が豊かな
秋を思わせるかのような今日この頃です。
　大震災から１年が過ぎ、町民の皆さまも
色々な形で携わり、記憶に残しているので
はないでしょうか。国民１人１人が未来の
子どもたちのために力を合わせ、守り残し
ていかなければならないものがあるのでは。
　今定例会では、３名の議員による一般
質問と臨時会の審議内容、各視察研修報
告を掲載しています。
　「わたしの一言」にご協力くださいました、
遠藤公幸さん、加藤照美さん、ありがとう
ございました。　　　議会報特別委員一同

～次回の定例会は９月です～

鷹栖町議会鷹栖町議会
 TEL 0166-87-2111
 FAX 0166-87-2196
mail:gikai@town.takasu.hokkaido.jp

 TEL 0166-87-2111
 FAX 0166-87-2196
mail:gikai@town.takasu.hokkaido.jp
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